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天王海岸の鳥類相について

佐藤武視＊

はじめに

秋''1湾地|x開発基本計画の櫛想が公表さオ,たのに伴

い，秋田県では，環境影響評価の一環とLて,1978年

に｢|然環境調査（柿物相・開発予定地域ﾉ|ﾐ物環境調査

・海岸地域生物環境調査）結果を報告書にまとめた。

筆者も鳥類調査部|川lで係オフり，その当II,ｹ:から海岸線

を中心にした鳥類のj|§来状況に関心をもち，観察を続

けてきた。

近年，天王海岸におL,ては海蝕防止策として防潮堤

の建設が進五，自然状態の砂浜や浜堤草地の減少が｢｜

立ってきてL､る°そこで，この地域における現段階で

の鳥類相を把握しておくべく1984年の1<IM川を通じ，

26回，2340分の調査を行ったので，その結果をまとめ

て報告する。

餐殖網が汀線から沖あい50mの幅で船越水道防波堤か

ら南へ海岸線に添って約8kmの長さで敷設されてL､る･

また，のり荏殖場の高波による砂の移動を抑制する

ために消波ブロックが積象上げられた箇所もある。

調査方法

1981年1月から3月までと11月・12月は各月の中旬

をⅡ処にll"l,4月から10J]までは各月上・中・下旬

にll"lづつの調査をした。伽而lの調査時I.'llは90分と定

め，水Illから砂防川樹種柿絃試験地のある浜入11まで

の各調査区域は区lilljセンサス法をとり，砂浜ではセン

－1ナス'|i,v;を片仙1SOmの線センサス法で各回共，この調査

法を川いた。なお汀線から草地・砂防林々縁部の調

在は|'|家用'I-で，の')蚕ｸIl'l業苦の作業車の轍を走行し

た。

8)1上・中iﾘの2|i.|は午liii6時の調査Iill始としたが，

他はおおむね'｢後1時以降になり，すべて筆者1名で

行った。識別には8陪双眼鏡と25～50倍接眼レンズ付

き望遠鏡を便川した。上空を通過したものでも肉||艮で

識別"J能なものは記録の中に入れてある。またJ堂地

とクローぐツの砂防林で声だけて確認できたものも含ん

で･いる。

調査地の概要

男鹿半島の南東端部から秋田市m部にかけての海岸

は，県内で最も面積の広い砂丘地になっている。

その一画に天王海岸がある。船越水道の1打防波堤か

ら南へ5.4kmK間を調査地とした。（図1)

網干場以北においては汀線から内陸部へ!(i‘[地．湿地

と続き，植ﾉ|:は，草地では，ハマニンニク・コウボウ

シバを主とし，湿地では，ススキ・ヨシ群落の背の高

いイネ科植物が占めている。荒地もあるが，ここは地

元漁師が‘魚網干し場に利用している。

江川から網干場と浜へ抜ける作業用道路があり，こ

の道蹄添いに水旧・湿地・砂防用間種試馳地．ヨシ群

落などが点在している。

網干場から南の海岸は一様に汀線から砂浜．草地．

クロマツの砂防林の状態でtH戸浜方h'1へと統いてし､る。

一方，海上では，1967年から，はじめた食用のりの

調査結果

ここに掲げたのは1984年1月から12月までに観察し

た烏頗である。文中の（，）は観察した月日で左が月，

右の数字はIIを表わ~す。年りは省略した。

ここに収録したのは29科82種であり，末尾に野生化

した飼烏1種も示した。なお，和名・学名とその配列

は日本烏学会（1974）に準じた。
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図1調査地

※実線内が調査地

①水川および休耕田⑤砂防用樹極械紺試験地

②湿地⑥草地

③旧 ご a ^ 捨場⑦砂浜

④魚網干場⑧の')従hl1I場

国土地理院発行2万5千分の1地形M｢船越｣を使用

魚網干場(荒地）

悪

トゥ凹早

鈴 ．
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砂防用樹種植栽試験地

草地および砂防林々縁部

船越水道から南側の砂浜



天i-:海岸の鳥類＃Iについて

鳥類目録

ウ科PHALACROCORACIDAE

lゥミゥP地jacγOcorax〃α加即to”s

沖合では間年目撃するが，のり餐殖場,近くでは，

3月の5羽を最高に2．10．12月に各1判ずつ観察

した。

2ヒメウP“/αcrocoraxpelagicus

船越水道南防波堤海上で1羽観察(IX16)。

サギ科ARDEIDAE

3ダイサギEgre〃αα必α

作業道路端の水Illで1羽観察（Ⅳ．13)。毎年観察

されるが．数は少ない。

4コサギEgretlaguγze〃α

ダイサギと共にいた1羽（Ⅳ．13．11川船越バイ

パス西側湿地でも10羽前後の群を観察することがある。

5アオサギArdeacinerea

2～4羽で数は少ないが汀線で観察された。

ガンカモ科ANATIDAE

6カルカモA〃αspoecilorhyncha

渚では観察期間中,1P36羽の飛来があった(TV-30)。

ヨシ原では親鳥と共にひな4羽をmm．28。

7コガモAnascrecca

旧ごゑ捨場の沼地で約20羽（Ⅳ.21)。

8スズカモAyIノリαmQr〃α

汀線から30m沖の消波ブロックの外側の海上に約

120羽(V・13｡特に北帰の遊い例と魂られる。

9クロカ､モMelam〃α冗唱γα

典型的な冬鳥として渡来し，海上が荒れている時

に海岸近くに寄る。

10シノリガモHistrionicushistγ加冗icus

船越水道i+j防波堤より1.2km南の浜辺にエクリブス

タイブの1羽初認(Ⅸ・7）。’82．10．15にもNじ場

所でルレl確認している。冬鳥の到来としては，きわ

めて早い記録である。

11ゥミァィサMergnsserrator

のり促殖の網の間で採餌する＄1．￥1（V・26)。

北帰の遅れたものとゑられる。

ワシタカド[ACCIPITRIDAE

12ミサゴpα"dio凡加liaetus

砂浜の流水にI上ったり，のり養殖場の上窄へ舞い

’二る動作で餌を探がす1羽（Ⅸ・7）。

13トビM〃秒usmzgγα〃s

1981年頃，ご患捨場が稼働していた時は，いつも

砂防林と砂浜までioom近く観察されたが，閉鎖後

の現在は30判前後に減った。打ち上げられた有機物

を漁っている。

ハャブサド*FALCONIDAE

14ハヤブサFaJcoperegnγ皿S

II没近く，砂防用樹極械職試験地にスズメ・シシ

ュウカラを追っていた。

キジ科PHASIANIDAE

15キジP/,αsianuscolchicus

砂防林では周年観察される。3羽のひなが草地で

砂浴していた（Ⅷ．22)。トビに砂浜へ追いlllされた

＄成鳥1羽もいたX、8。

チドリ科CHARADRIIDAE

10コチドリC加radγ”sdubius

波打ちぎわよりも'',':地に近い方で多く観察される。

'V-独行動が主である。

17シロチドリC地γαdriusalexandγ如江s

砂浜に打ち上げられたごみのところで採餌するこ

とが多い。風の強いIIは，轍に入って風を避けてい

ることがある。

18メダイチドリCharadγ"smongotus

秋の渡去期に多く観察され，夏羽の1^(IX-7)。

他のf^l体は中間羽であった。

19ムナグロP血Wα〃,sdominica

昼Hの昨Mは休耕'11(Ⅳ.21)で，中mmの個体は

網干場の草地で1イ』](Ⅸ・7)。

20ダイゼンPluviα〃ssquatαγota

4～6羽の群で移動する。羽色は夏羽・冬羽の個

体差が符い､烏種である。採餌行動も淵からi'ざ地ま

で↑j助範囲が広い。

21ケリMicrosα『“psc2ngγe皿s

当地では，漂烏とみ､らｵ'るが，残雪に撹ｵうれた網
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干場と砂浜の間を2イイでベアリング行動をしている

のが観察された（Ⅲ．15)。

シギ科SCOLOPACIDAE

22キョウジョシギAγe〃αγjamterpres

8月上旬に飛来するものでは夏羽の(1^1体もいるが，

大聖|&は中間羽である。打ち上げられたり，消波ブロ

ックに固粁するムラサキイガイを好んて啄食する。

23トウネンCa〃drisruficollis

師年，春秋には観察されるが，秋の方が多い。

imsow'i-30iが岐高であった。8月下(ﾘ以降，

観察されるものは冬羽に変っていた。

24ヒバリシギCa〃drisminu〃〃α

休耕illに飛来した1非lのみ､である（IX・16)。浜辺

には出現しない｡当地では,きわめて稀な旅烏である。

25ウズラシギCa〃drisα“7",↓〃atα

調査地iri端に小川があり，そこは多くのシギ・チ

ドリ類の水浴場になる。トウネンの群に混った1羽

が水浴びをしていた（Ⅸ。16)。′82．10．15にも観

察しているが，当地では珍らLい種顛である。

26ハマシギCa〃drisalp”α

秋の観察例が多L､。シギ類では最もおそく1(1下す

る椛類である。県内での越冬例もあるようだが，当

地では，その徴候はみえない。

27オハシギCa〃dristenuirostris

波打ちぎｵっからふしよの潜る深い所まで入り採餌

する。過去7年間の観察では，秋だけで，今後とも

注恩して観察する必要のある靴瓶である。

28ミユビシギCrocetlMaaIba

掘年，券秋の渡りのII刷りlに10判前後は観察される。

しかし，今年は秋に2参lｲだけであった。

29ヘラシギEurynαγ妙"chuspygmeus

冬羽のトウネン17羽の中にLllil^fIX-7)。

イ,川寿-.1佐和ﾂ)からもI!雌の報を受けた。mm

49年の公害課報告書にも記録されていることから，

以liiiから少数ながら飛来していたようである。

30エリマキシキPh〃omachispi喧沌α工

1973年9月，大潟村で冬判の1斗l発見が本ﾘIでの

初,氾録とされる。

当地では筆普が観察した'82．10．1の1羽が岐初で

今H(Ⅶ｡22とⅨ．16)の各1羽で，稀な柿類である。

31キリアイLimicolα/αIcineltus

旧ご3-人怖場mvの湿地にトウネンと共に1判（Ⅸ

16)。渡来数は，ごく少数である。

32ツルシギ‐Tγ”gaeryl九γOpus

春秋のルートが孔なるのか，春だけ観察される。

休耕Illや湿地では7～10判の群で行動する。

渚・砂浜などでの観察例はなかった。

33タカブシギTγ加mgiαγeola

湿地のヨシの株間で採餌する1羽(Ⅸ．16)。

mけたIﾘlるL,場所には現われなかった。

34キアシシギTringabrevipes

春秋とも汀線や消波ブロック上で観察される。

20羽前後の群で移動したり，ダイゼンと混群で観察

されることもある。

35イソシギTγ加gαﾉﾘﾉpoleucos

汀線から草地まで活発に動き採餌する。繁殖の有

無は末陥淵である。

36ソリハシシキXenuscinereus

キアシシギやキョウジョシギと行動を共にするこ

とがあった。渡米散は多くなし､。

37オグロシギLimosα〃汎OSα

休耕Illと湿地を往復する。湿地へは日没近くなる

と飛来した（Ⅳ.13)。

38オオソリハシシギ.〃加osalapponica

単独↑j勅が多↓､。しかし,'82-10-15には6羽1

群がキョウジョシギとの混群で観察している。

39ホウロクシギNumeniusmadagascαγje"sjs

当地にﾙﾓ来したシギ・チドリ中，蛾大のシギであ

る。消波ブロックのそばで，′｣､ガニ類を鴨んに啄食

する2判をH1準（Ⅷ.30)。渡来数は，ごく少ない種

緬である。

40ﾁﾕｳｼｬｸｼギⅣu刀zem江.sphaeopus

砂浜の打ち上げられたごみの多い場所で採餌する。

危険を感［るとのり養殖網の芝柱に雌雌する光景が

よく見られる。

11タシキGα〃師agogα〃"αgo

イ<川のIBIそに庁む2羽'IV-21)o休耕Ⅱlで2羽(IV-30)。

七イタカシギ科RECURVIROSTRIDAE

42セイタカシギ〃imα刀(opushi汎αntopus

1972年，県内では大潟村で2羽観察されたのが初

－80－



天T海岸の烏顛ｲ11について

記録である。当地ではハマシギ2鼻Mと休緋ⅡIにいた

1羽（Ⅳ．13)。初,記録である。

ヒレアシシギド1-PHALAROPODIDAE

43アカエリヒレアシシギP/2α/αγopusloba地S

飛来は5月に集̂ Lた。のり養馴I場の網のIll]で1

群150mほどが採飢しながら北上した(V・13)。3

0の調凸ﾐー で総数約380ｲｲであった。

カモメ科LARIDAE

44ユリカモメLα”』sridi伽刀改4s

春は4月に渡去・11月に飛来する。ウミネコと捉

群のことが多い。

45七グロカモメLaTusaTgentatus

1979年頃は11月から翌存の4月頃まで200判を越

す群で汀線やのt)網支柱上に常時観察さｵ'た。しか

し水調汽では総数9羽であった。

46オオセグロカモメLarusschistisagus

ウミネコの群と共にいることが多い。水調査では

総数30羽を確認した。なお,1978年頃はl～2月に

男鹿半島全域の海岸で26,000判を越す訓ff結果があ

る。

47カモメLαγusca7zus

元来，この烏は砂浜よりはVi礁の海岸で観察され

ることが多いが，当地でも岸近くの消波ブロック上

や汀線で25羽程度観察された。

48ウミネコLaruscrassirostris

本県では留鳥または漂烏とみ､られるが，当地では

四季を通じて観察される。マイワシが多価に打ち上

げられたときは汀線だけで400羽を越した(Ⅶ．19)。

49アシサシSternahirundo

春は1羽(Ⅵ。21の柔であったが，秋はの0握殖

網の支柱に60羽(Ⅸ．16)。

50コアシサシSternaalb〃γ”s

砂浜にくることは少な↓､が，のり推殖網支柱に止

ったり，その上空からダイビングして採I'llする。

ハト科COLUMBIDAE

51キジバトStreptope〃αorientα〃s

l～2羽の単位で波おだやかな好天のIIに汀線に

くる。

52ｱｵバﾄSphenurussieboldii

クロマツ砂防林から3湯Ⅱが淵に下り，そのうちの

1羽は海水を飲む動作をした(Ⅸ・7）。

ホトトギスH-CUCUL1DAE

53カッコウCuculuscanons

ヨシ原で営巣するオオヨシキリの上を往復してし、

た（Ⅶ.19)。

フクロウド=1-STRIGIDAE

54フクロウStγなⅢγαlensis

砂防林|ﾉ1でハシブトガラス3羽に追われて逃げる

1斗|を11*ffl．10。

ヨタカ科CAPR1MULGIDAE

55ヨタカCaprimu陣↓sindieus

砂浜に賊まれたのり鍵殖網支柱置場に止るlイイ

（Ⅷ．30)。

アーマツバメ科APODIDAE

56ハリオアーマツバメChaetuγαcα“αc唾α

16判が網~｢場上空から船越水道方向へ約5分旗¥"¥

後，｜ﾉ1陸部へとび去った(V-13)。

キツツキ科P1CIDAE

57アカケ､ラDendrocoposmaﾉoγ

砂防林|ﾉ1て風倒木になったクロマツの樹牌に啄食

痕を残しながら採餌していたin-15:。

ヒバリド[ALAUDIDAE

58ヒバリAlα皿｡ααγTg7zszs

草地や砂防川笹凧周辺に多い。網干場のススキの

株元に1巣4羽のひなが生育中だった(Ⅵ．28)。

晩秋には南下する漂鳥である。

ツバメ科H1RUNDINIDAE

59ｼｮｳドｳﾂﾊﾒ緬pαγjαγゆαγia

7月中ｲﾘからI，iIi冒地上空をとび交い，集結のピーク

時は8()羽に達した(Ⅷ．22)。

6(）ツバメ〃irundorustica

夏烏として普ffiの烏であるが,8月上旬にはII(S
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近く沼地のヨシ原をねぐらに50判程陛柴結していた。

セキレイ科M0TACILL1DAE

61キセキレイMotaci〃αcmeγeα

調査地南端にある淡水の細L､流れで水浴する1羽

（Ⅸ．16)。当地での観察は珍しい。

62ハクセキレイMotaci〃ααIba

草地と砂浜の境で毎H2羽をAかけた。

10月上旬には砂浜に174ｲの群を数えた。

63セグロセキレイMotaci〃αgγαn(lis

洲侮地I輔端の樹高約3mのクロマヅにカワラヒヮ

1羽と止っていた（Ⅵ．28)。

ヒヨドリ科PYCNONOTIDAE

64ﾋﾖドﾘHypsipetesamaurotis

砂防用樹種植栽試験地のアキグミに7羽飛来Lた

(X・8)。

モズ科LANIIDAE

65モズLaniusbuc印九α/us

網干場の古杭に止り，尚鳴きをはじめた＄，羽

(X-26)。「早にえ」にされたケラも観察された。

ヒタキ科MUSC1CAPIDAE

66ジョウビタキP加enicuγ邸sauγ0γe腿s

渡りの途中と象られる￥ルlｲが流木に止っていた

（Ⅳ．30)。観察例は少ない。

67ノビタキSaxicolamrguata

網｜場のススキに止る冬>Nの141'l.¥・16)o1980

年から毎年4月と9月に行う､当地の探烏会でも秋に

は観察しているので南ドコースと考えられる。

68イソヒヨドリMonticolaso〃ﾉαγ皿s

￥;浜でないため飛来散は少ないが，消波ブロック

を伝い採餌していた。

69クロツグミTurduscαγdis

繁殖期，クロマッ砂防林ではソングボス|､でさえ

ずる＄をみることが多い。

70ツグミTi』流』血s刀aumQ"ﾉ'［

水|||や網千場て･噸独または2～3小'て行川-する。

71オオセッカMegal画γ郷sp秒Eγz

網干場東方に広がるヨシ原で8のさえずりを|此'く

（Ⅷ．22)。I/,§牒公ﾉ'二も声を確認した。

72ｺﾖｼｷﾘAcrocephalusbistγ噌(ceps

繁り[I'l川のヨシ原では，テリトリーをもつ33斗lが

常にさえずりを続け，営巣している。

73ｵｵﾖｼｷﾘAcrocephαんsaT哩冗d加α“皿s

6～7)1のヨシ原は終0,$のさえずりと$同志

の追い払い行動が続く。2巣確認したか，カッコウ

の産卵は陥淵できなかった。

シジュウカラ科PAR1DAE

74シジュウカラ恥γ'んsmaJoγ

砂防林では普.11)にみらｵ'る認烏である。砂浜人ll

の道端に放il'(された石)缶では育すう中の＄芋を観

察した（Ⅵ・8)。

ホオジロ科EMBERIZIDAE

75ホオジ1コEmberizacioides

草地をﾉ|泡､場所にしており，砂防川簡Jnに止って

さえずることもある。冬期間は観察されない。

76カシラダ．力Em6erjza7､us〃cα

砧雪のない砂防用樹椛植栽試験地の地上で7；Hが

採餌していた（、．20)。

77ｱｵジEmberizaspodocephala

船越水道I櫛防波堤から砂浜へ入る左側が砂防林で

ある｡林内のハマナスのブッシュに1羽観察(IX-16)。

アトリド[FRING1LLIDAE

78カヮラヒラCaγ血elissmica

IIi'1地と砂防林|ﾉ1でみ､ることが多い。3～4羽が砂

浜で採餌することもある。3羽の巣立ちびなが慨ill
にIkっていた（Ⅷ。10。

ハタオリドリ科PLOCEIDAE

79スズメPasseγ畑o"t“皿s

砂浜以外どこでもゑられる留島である。当地に台

風lo-;が接近していた午前6時，草地まで打一ら上げ

られたごみの間で風を避けて30数羽が採餌していた

（Ⅶ1．22)。

ムクドリ科STURNIDAE

80ムクドリStumuscineγaceus

－82－



天王海岸の鳥類ｲ||について

作業道路端の水Illが耕起された時に10～15ｲｲの小

群が観察された。海浜ではゑられなかった。

ハシボソガラスと共に周年み､られる留島である。

打ち上げられたものの中から餌になるものを利用し

浜で観察される機会の最も高い鳥種である。

カラス科C0RV1DAE

81ハシボソガラスConﾉuSCoro刀e

旧ごみ捨場が稼|肋していた1981年頃は，ここをえ

さ場にして砂防林から渚まで，いつも200羽以上Ⅱ

撃した。カラスといえば木種が他をE倒していたが

現在は分散してしまい全調査期間の総数74羽であっ

た。

82ハシブトカラスCorvusmacroγ九jﾉnchos

野生化した飼烏

ドバトColumbacibiasaγ

4月2羽・8月1羽・9月9鼻}ｲ，いずれも砂浜に

~ﾄｰり，渚で採餌し数分後，とび去った。

観察鳥類月別一覧表
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種 名

モ
サ

ギ
ギ
モ
モ
モ
カ
イ

ウ
ウ
サ
ギ
サ
ガ
モ
カ
カ
リ
ア

ミ
メ
イ
サ
オ
ル
力
・
ス
ロ
ノ
ミ

ウ
ヒ
タ
「
一
ア
カ
コ
ス
ク
シ
ウ

ー
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
12ミサコ′

13トビ

14ハヤブサ

15キシ

16コチドリ

17シ匡チドリ

18メタイチド'ノ

19ムナグロ

20ダイゼン

21 ケ リ

22キョウジョシキ

23トウネン

24ヒバ リ シ ギ

25ウス ラ シ ギ

26ハマシギ

27オバシギ

28ミユビシギ、

29ヘラシギ

30エリマキシギ

31キリアイ

1 月

中

●
●
●

2 月

中

●
●
●
●
●

3月

中

●
●
●
●
●
●

4月

上中下

●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●

5 月

上中下

●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●

6月

上中下

●

●●●

●

●

7月

上中下

●

●●●

8月

上中下

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

9月

上中下

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

10月

上中下

●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

11月

中

●

12月

中

●
●
●
●
●
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種 名

キ
ギ
舞
メ
メ
メ

・
ン
、
ン
・
ソ
モ
バ
寺
〈
イ
ー

ギ
シ
ギ
ク
ギ
ア
メ
カ
ソ
ソ
イ
レ
キ
リ
リ
ラ

キ
キ
シ
キ
ハ
シ
ャ
シ
レ
メ
モ
ロ
シ
マ
ウ
イ
レ
キ
タ
ド
ミ
カ
リ
キ
カ
カ
ワ

ギ
シ
シ
ギ
シ
シ
リ
ク
シ
カ
ヒ
モ
カ
グ
コ
シ
サ
ト
ト
ウ
ウ
ア
ラ
ト
レ
キ
セ
リ
ビ
キ
ョ
グ
ヅ
キ
シ
ウ
ロ
タ
ヒ

リ

シ
ブ
シ
、
ン
ハ
ロ
ソ
ロ
ウ
キ
タ
エ
カ
ロ
七
メ
、
不
サ
ジ
、
、
〈
“
〈
．
ロ
カ
オ
ゲ
リ
ウ
メ
キ
セ
ロ
ド
ズ
ウ
タ
ヒ
ヅ
ミ
セ
シ
ヨ
ュ
ジ
ラ
ジ
ラ

ル
カ
ア
ソ
リ
グ
オ
ウ
ユ
シ
イ
カ
リ
ク
オ
モ
ミ
ジ
ア
ジ
オ
ヅ
ク
タ
リ
カ
バ
ヨ
バ
セ
ク
ク
ヨ
ヨ
ヒ
ソ
ロ
グ
オ
ヨ
オ
ジ
オ
シ
オ
ワ

ソ
タ
キ
イ
ソ
オ
オ
ホ
チ
タ
セ
ァ
ユ
セ
才
カ
ウ
ア
コ
キ
ア
カ
フ
ョ
ハ
ア
ヒ
シ
ッ
キ
ハ
七
ヒ
モ
ジ
ノ
イ
ク
ヅ
オ
コ
オ
シ
ホ
カ
ア
カ

ワ
』
か
。
届
４
戸
ロ
ハ
０
句
ｊ
ｎ
ｂ
Ｑ
〕
ｎ
Ｕ
可
上
ワ
全
勾
○
４
４
戸
、
〈
ｂ
【
ｊ
〔
ろ
ｑ
）
ハ
Ｕ
１
上
ワ
』
ｎ
ｄ
４
坐
戸
０
戸
Ｏ
弓
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ｑ
〉
〈
Ｕ
１
ユ
ワ
］
ｎ
．
４
４
戸
、
ハ
０
句
ｊ
ｎ
Ｕ
ｑ
ゾ
ハ
Ｕ
「
１
ワ
］
（
ｄ
え
坐
Ｆ
Ｄ
（
ｂ
［
ｉ
ｎ
６

句
Ｄ
Ｑ
Ｊ
句
Ｊ
句
）
、
。
、
○
句
。
旬
○
４
４
４
４
４
４
４
ａ
４
＆
川
笹
４
＆
４
凸
４
４
月
祭
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｏ
Ｆ
ｏ
Ｆ
ｏ
Ｆ
ｏ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｏ
戸
ｏ
（
ｂ
〈
ｂ
〈
ｂ
〈
ｂ
（
ｂ
〈
ｂ
戸
０
（
ｂ
〈
Ｏ
〈
ｂ
【
・
Ｉ
［
・
』
［
ｒ
弓
ｊ
弓
ｊ
【
ｊ
庁
Ｉ
向
ｊ
弓
Ｉ

1月

中

●
●

2月

中

●
●
●

●

●

3月

中

●
●
●
●
●
●
●

4ノ1

上'I'下

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

5月

上中下

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

6月

上中下

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

ア月'8月
上中下

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

上中下

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

9月

上中下

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

10月

上中下

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

11月

中

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

12月

中

●
●
●
●



ﾉ<i-:海岸の烏賊ｲIIについて
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本稿を',するにあたり，資砿な情報を提供していた

だいた日本野鳥の会々員のIﾉﾘ出隆氏，佐藤公生氏，佐

喋正生氏，イi川寿一氏，和佐和男氏に御礼申しあげま

す。

まとめ

1本調ftでは29fi-82種が記録された。そのうち繁殖

を確認したものは7種で留鳥のカルガモ・キジ・シ

ジュウカラ・カワラヒワ・漂鳥のヒバリ・夏烏のコ

ヨシキリ・オオヨシキリであった。

(2)シギ類18種・チドリ頬4御の!汁22柿を観察した。

県|刑発局の報告書によれば9月に6|n1の洲介でシギ・

チドリ類13種であった。

(3)シノリガモの9)]観察は冬鳥の到来としては早過

ぎるので，県内で繁馴iiしている"1"能性がある。

(4)特殊鳥類のオオセッカの確認により，今陵，当地

域の精査が必要である。

(5)海岸線を渡りのコースにしてL,る旅烏のシギ・チ

ドリ類や砂防林の林縁を通過する旅烏のノビタキ・

冬鳥のジョウビタキなどヒタキfl鳥頗にとっても当

海岸は萌要な中継地とみられる。

文献

日本鳥学会;i974)0水鳥類11録（改訂第5版）学研

秋川県公害課・Ili'{fll49年秋Ill湾地区生物調査報告『I(I1

鳥類の部）

秋IIMV.-州発局・昭ｲ1153年秋Ill湾地区自然環境調fr;服告.'I

秋川県l'f鳥の会・1978会誌第9号秋H1の野鳥

西川降・1977秋IllのI'f烏雌明舎

図版の説明

（1）シノリガモHおtrionicushistrionicusiK-7)(2)キョウジョシギAγ“αγjα伽terpres(ll．30

(3)ヒハリシギCa〃dris加加u〃〃aI¥・16)(4)ハマシギCa〃drisalpinafX-26)(5)^バシギ

Ca〃｡γおte励叫rostris(fl．22)(6)エリーマキシギPhiloi"αchuspugt"…（Ⅷ。22)(7)チーュウシャクシギ

ⅣUγ"eniusphaeopus(Ⅳ。30)(8)セイタカシギ〃”a7lj0”s版7m〃jO”S（V1．13）
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種 名

79スズメ

80ムクドIノ

.siハシボソガラス

82ハシブトガラス

※ド バト

月別観察種類数

1月

中

(51

2fl

中

●

1111

3 Ⅱ

''1

●
●

'15

4月

上中下

●
●
●

●
●
●
●
●
31

5月

上中下

●

●

●●●

23

6川

上中下

● ●

●

●●●

22

ワn
Iノ」

上中~卜

●
●
●●●

20

8M

上中下

●●

●●●

●●●

●

33

9月

上中下

●

●●●

●●●

●

46

1(1月

上中下

●●●

●●

●

23

11月

中

●
●

(14）

12月

中

●
●

(11)
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